
乳幼児等医療費助成事業の拡大について  

1 現状と制度見直しの趣旨   

乳幼児医療費助成事業は、乳幼児の保健の向上と福祉の増進を図ることを目的に、  

乳幼児にかかる医療費の一部を助成している。   

現在は、3歳未満児の通院医療費と6歳未満児の入院医療費にかかる自己負担分の   

助成を実施している。  

こうしたなか、近年、少子化が急速に進展するなかで、本市の将来を託す子どもた   

ちを、安心して生み、健やかに育てることのできる環境づくりの推進は、緊急の課題   

となっている。  

このため、乳幼児医療費助成事業の対象年齢を、通院及び入院とも7歳未満児まで   

拡大し、乳幼児等の保健の向上と福祉の増進を図るとともに、子育てにかかる経済的   

負担の軽減を図る。  

2 見直しの内容  

区  分   現行 制度   新  制  度   

対象 年 齢   通院 3歳未満児   通院 7歳未満児  

入院 6歳未満児   入院 7歳未満児   

所 得 制 限   な し   な し   

自己負担金   な し   通院0歳児～2歳児なし  
入院0歳児～5歳児なし  

新たに助成対象となる  

通院3歳児～6歳児  

入院6歳児  

について、1レセプト600円  

※保険薬局を除く   

食事療養費   助成対象   助成対象外   

支 給 方 式  現物給付  現物給付   

※食事療養費は償還払い  

3 実施時期   

平成18年10月1日から実施   



徳島市乳幼児医療費助成制度の改正について  

【現 行】  

H18．0 6．2 2  

対象乳幼児等  通  院   入  院   
（6歳未満児）  

0歳児   

1歳児   保険適用内の自己負担分を助成   

2歳児   

保険適用内の自己負担分   
3歳児   及び入院時の食事療養費を助成  

4歳児   助成なし  

5歳児   

¢  

【改正後】（平成18年10月1日～）  

保険適用内の自己負担分を助成   

保険適用内の自己負担分を助成  
（入院時の食事療養費の助成はなし。）   

保険適用内の自己負担分から、医療機関（診療科）毎に  
月額600円までの自己負担額を控除した額を助成  

（保険適用分について、医療機関（診療科）毎に  
1ヶ月につき600円までの自己負担が必要．）   保険適用内の自己負担分から、医療機関（診療科）毎に  

月額600円までの自己負担額を控除した額を助成  
（入院時の食事療養費の助成はなし．）  

H18．4．1現在  
対象人口  

‥‖…‥－－‾†‖‖▼  

6，477人   

l 」・‥現行制度対象部分  l＋l・・・ 10月から対象者拡大部分  
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